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 専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス学則（抜粋） 
 

学修に関する規則 

（目的） 

第１条 この規則は、専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス学則（以下「学則」という。）附則

１に従い、学則に定める諸規定のうち、学修に関するものについて規定する。 

（授業科目） 

第２条 年度内に開講される授業科目及び授業時数は学則に定める教育課程及び授業時数による

ものとし、別にカリキュラムとして発表する。ただし必要に応じて補習授業を行うこと

がある。 

 ２ 授業科目の時間配当は、毎学年度始め及び後期始めに授業時間割表として発表する。 

第３条 教育課程における「必修科目」は各学科、コースにおいて必ず履修しなければならない。

また、「選択必修科目」「選択科目」は必要に応じて履修するものとする。 

（クラス編成） 

第４条 学生は、所属する学科、コース、学年において適当数の人数からなるクラスに編成され

る。 

（履修） 

第５条 学生は、所属する学科、コース、学年に対して指定された授業時間割に従って履修しな

ければならない。ただし特別の事情により学校長が許可した場合はこの限りではない。 

（授業時間） 

第６条 授業時間は以下の通りとする。 

 登 校 ０８：５５ 

 １時限目 ０９：００～１０：４０ 

 ２時限目 １０：５０～１２：３０ 

 昼 休 み １２：３０～１３：２０ 

 ３時限目 １３：２０～１５：００ 

 ただし、事情により授業開始時刻、終了時刻を変更することがある。 

（欠席届等） 

第７条 欠席、遅刻、早退をする場合は、事前に欠席・遅刻・早退届を提出し、許可を得なければ

ならない。やむをえず事前に提出できない場合は、事後すみやかに提出しなければなら

ない。 

（受験資格） 

第８条 前期、後期期間において、各科目ごとの出席率が８０％を下回った場合は、当該科目の

定期試験を受験できない。 

（出席率） 

第９条 出席率の算出は以下の通りとする。 

（１） 午前８時５５分以降の登校は遅刻となる。ただし事前に登校時刻の変更が告げられた

場合はこの限りではない。 

（２） １時限は１００分とし、前半４５分、休憩１０分、後半４５分で構成する。出欠は前

半４５分開始時と後半４５分開始時にそれぞれ行う。 

（３） 遅刻と早退合わせて３回で欠席１回とする。ただし、２時限目終了後の遅刻は欠席と

して扱う。 

（４） 公共交通機関の延着の場合は、証明書の提出をもって遅刻としない。 

（５） 上記に掲げる延着証明に関して、学生は担任に対して以下の事項を報告しなければな

らない。 

乗車した電車・バス等の 
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① 乗車駅・乗車バス停 

② 上記出発定刻時間 

③ 到着駅及び到着時間 

④ 延着の理由（公共機関の発表又は状況報告） 

※担任に対して上記報告がない場合は延着を認めない。 

（６） 国指定の疾病（インフルエンザ等）による欠席については、出席停止とし欠席とはし

ない。 

（７） 特別な課外活動に参加し、校長がこれを認めた場合は欠席としない。 

（８） 就職試験、編入学試験、校長が認めた資格試験などを受験した場合は欠席としない。 

（９） 普通自動車仮免許、普通自動車卒業検定、普通自動車本免許の試験でやむを得ない場

合は各１回に限り欠席としない。 

（10） 忌引きは、次の日数内で欠席とはしない。 

① 直系の父・母死去 ７日 

② 直系の祖父・祖母・兄弟姉妹 ３日 

③ 他親族 １日 

 なお、帰省先が遠方の場合は帰省に必要な日数も欠席としない。 

（11） 前各号に準ずる理由で、校長が認めた場合は欠席としない。 

（科目の修了の認定） 

第1 0条 学則第1 8条に定める科目の修了の認定は、各科目ごとに試験を行い、可以上の成績を取

得した者に与える。 

 ２ 成績評価の基準は次の通りとする。 

 １００点～９０点 秀 

 ８９点～８０点 優 

 ７９点～７０点 良 

 ６９点～６０点 可 

 ６０点未満 不可 

 ３ 試験は定期試験（前期試験、後期試験）、追試験及び再試験とする。 

 ４ 実習については、実習の成績によって修了を認定する。 

 ５ 試験に関する細則は別に定める。 

（成績通知） 

第1 1条 学生が履修した授業科目の成績は、各学期ごとに通知表に記載し、当該学生に通知する。 

（進級） 

第1 2条 次の要件を全て満たす者は進級することができる。 

（１） 年間出席率８０％以上の者 

（２） 当該年度の全必修科目について修了の認定を受けた者 

（３） 当該年度までの校納金を完納した者 

（４） 学生生活に関する規則に違反していない者 

（退学） 

第1 3条 前条の進級要件を満たさない者は、退学とする。 

 ２ 退学は、進級判定会議の議を経て校長が決裁する。 

（卒業） 

第1 4条 学則第1 9条に定める、本校所定の課程の修了の認定を受けた者とは、次の卒業要件を全

て満たす者をいう。 

（１） 学則第４条に定める修業年限以上在学した者 

（２） 各年度の出席率が８０％以上の者 

（３） 教育課程の全必修科目について修了の認定を受けた者 

（４） 校納金を完納した者 

（５） 学生生活に関する規則に違反していない者 

（６） 次に定める検定資格を取得した者、又はこれと同等の成果を上げたと校長が認めた者 
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2024年度 卒業要件検定試験ポイント表（各種検定試験名（主催者別）及びポイント表記載の検定に限る） 

学  科 必須要件 代替要件 

大学編入科 

商経 

次のうち 1 種を取得 

日商簿記検定 3 級 

全経簿記能力検定 2 級（商簿又は工簿） 

次のうち 1 種を取得 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ PowerPoint 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Word 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Excel 

次の 2 種を受験 

マネジメント検定 

TOEIC 

なし 

法学 

次のうち 1 種を取得 

法学検定ﾍﾞｰｼｯｸ〈基礎〉ｺｰｽ 

ビジネス実務法務検定 3 級 

次のうち 1 種を取得 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ PowerPoint 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Word 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Excel 

次の 1 種を受験 

TOEIC 

なし 

ワーキングスタディ科 

次の 2 種を取得 

販売系検定 3 級以上 

カラー系検定 3 級以上 

上記を含み合計 12 ポイント以上取得 

 

 

次のうち 1 種取得 

販売系検定 3 級以上 

カラー系検定 3 級以上 

上記を含み合計 16 ポイント以上取得 

合計 20 ポイント以上取得 

事務・経理科 

一
般
事
務 

日商簿記検定 2 級を取得 

次のうち１種を取得 

SAP（ERP） 

PC５種 

合計 40 ポイント以上取得 

医
療
事
務 

次の 4 種を取得 

医療事務検定 2 種 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Word 

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ ｵﾌｨｽｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ Excel 

次のうち 1 種または 2 種を取得 

日商簿記検定 2 級 

全経簿記能力検定 2 級（商簿と工簿 2 種） 

合計 40 ポイント以上取得 

クラウドコンピューティング科 

次の 4 種を取得 

Web クリエイター取得 

言語科目 2 級取得 

オフィス科目 2 級以上 2 種目取得 

上記以外に 10 ポイント取得 

なし 

インターナショナルビジネス科 

次のうち 2 種を取得 

JapanBasic 社会人常識マナー検定 

全経簿記検定 3 級 

日本商工会議所簿記検定初級 

電卓計算能力検定 3 級 

文書処理検定 3 級 

次のうち１種を受験 

日本語能力検定（JLPT）N3 

日本語能力検定（JLPT）N2 

なし 

大学併修リクルート科 ポイントの合計が 18 ポイント（詳細別紙） なし 

※詳細は、各種検定試験ポイント表を参照のこと 

第1 5条 前条の卒業要件を満たさない者は、卒業延期又は退学とする。 
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 ２ 卒業延期又は退学及び卒業延期の期間は、卒業判定会議の議を経て校長が決裁する。 

 ３ 卒業延期者には新たな課題を課す。 

 ４ 卒業延期期間終了後、新たな課題の成果を審査し、これに合格すれば卒業を認める。 

（校納金の未納） 

第1 6条  大学編入科及び大学併修リクルート科の学生が、本校校納金を指定期日までに完納しな

い場合は、近畿大学の単位履修に必要な諸手続きを停止する。 

（転学科） 

第1 7条 正当な理由があり、他の学科へ転学科を希望する者には、年度始めにおいてこれを認め

る。ただし転学科した学科においては第一学年より始めるものとする。 

 ２ 転学科の許可は校長が行う。 

（休学） 

第1 8条 学則第1 5条に定める休学は次の通りとする。 

（１） 疾病その他やむをえない理由がある場合 

（２） 正当な課外活動に参加し、校長がこれを認めた場合 

（３） 欠席日数が当該年度の年間出席すべき日数の２０％を超えた場合 

 ２ 休学しようとする者は休学願を提出しなければならない。 

 ３ 休学期間は原則として２か月（長期休業期間は算入しない。）以上１年以内に限られ、休

学期間は学則第４条、第５条及び第７条に定める在学期間に算入しない。 

（復学） 

第1 9条 休学した者が復学しようとする場合は、復学願を提出しなければならない。 

第2 0条 復学は、次年度に休学した学年へ復学するものとする。 

（在籍料） 

第2 1条 休学する場合は、休学時期及び休学期間に応じて、授業料に替えて在籍料を納入しなけ

ればならない。 

 ２ 在籍料及び在籍料納入基準は別に定める。 

（退学） 

第2 2条 退学しようとする者は、その事由を記し、保護者連署の上、退学願を提出しなければな

らない。 

 ２ 退学する者は、学生証などを返却しなければならない。 

（除籍） 

第2 3条 学則第1 7条に定める除籍は、学則第1 7条の各号に定める者の他、復学願を提出しない者

も含む。 

（懲戒処分） 

第2 4条 学則第2 3条に定める停学処分は、次の各号の一に該当する者に行う。 

（１） 各試験において不正行為を行った者 

（２） 無許可で自動車通学をした者 

（３） 学則等を守らず、規則違反を行った者 

（４） 学生の本分に反する行為を行った者 

 ２ 停学期間は校長がこれを定める。 

 ３ 停学終了時には誓約書を提出して停学解除とする。 

第2 5条 学則第2 3条に定める退学処分は、学則第2 3条第３項に定める者の他、次の各号の一に該

当する者とする。 

（１） 停学処分を３回以上受けた者 

（２） 学則等を守らず、重大な規則違反を行った者 

（担任） 

第2 6条 各クラスには専任教員を担任又は担当者として配属する。 
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第27条 担任及び担当者はクラスの学生に対して次の事項を取り扱う。 

（１） 達示事項の伝達 

（２） 学習方法についての指導、助言 

（３） 成績評価についての指導、助言 

（４） 諸提出書類についての指導、助言、認証 

（５） 学生生活についての指導、助言 

（６） 修学上必要と認められる事項についての保護者との連絡 

（７） その他、修学上必要と認められた事項についての指導、助言 
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試験に関する規則 

第１条 この規則は、学則第1 8条及び学修に関する規則第1 0条に定めるところの試験に関してそ

の細部を定める。 

第２条 試験は定期試験、追試験及び再試験とする。 

第３条 定期試験は学期毎に定期的に行い、それぞれ前期試験、後期試験と称する。 

 ２ 前期、後期期間において、各科目毎の出席率が８０％未満の者は当該科目の定期試験を

受験できない。 

第４条 追試験は、定期試験受験資格を有する者が以下に挙げる理由で定期試験を受験できなか

った場合に、その者に対して行う。 

（１） 病気又は怪我の場合 

（２） 親族にかかわる忌引、又はこれに準ずる場合 

（３） 公共交通機関が運休又は遅延した場合 

（４） 校長の許可のもとに、公式の課外活動に参加した場合 

（５） 就職試験、学校が認めた資格試験等を受験した場合 

（６） 前各号に準ずる理由で、校長が認めた場合 

 ２ 追試験を受けようとする者は、前項各号の事由を証明するものを提出しなければならな

い。 

 ３ 追試験は原則として定期試験に引き続いて行う。 

第５条 再試験は以下に挙げる者に対して行う。 

（１） 第４条第１項各号以外の理由で定期試験を受験できなかった者 

（２） 前期試験、後期試験の総合評価が不可の者 

 ２ 再試験は原則として定期試験に引き続いて行う。 

 ３ 再試験を受験する者は、受験料を納めなければならない。 

 ４ 再試験受験料は別に定める。 

 ５ 再試験を受験する者は本条第１項（２）を除き、再試験レポートを提出しなければなら

ない。提出が無い場合は再試験の評価は０点とする。 

第６条 試験は筆記試験を原則とする。ただし特別の事情がある場合は、レポート、口頭試問等

の審査をもって筆記試験に替えることがある。 

第７条 成績評価は、試験の成績、就学態度及び出席状況などを考慮して行う。 

第８条 試験開始時刻に遅刻した者は、当該科目の試験を受験できない。 

第９条 受験者は試験場において指示された座席に着席し、試験中は常に学生証を机上に置いて

おかなければならない。 

第1 0条 受験者は受験中、次の各事項を遵守しなければならない。 

（１） 不正行為は絶対にしてはならない。 

（２） 疑わしい行為をしてはならない。 

（３） 私語をしてはならない。 

（４） 筆記用具及び学生証以外のものを机上に置いてはならない。 

（５） 物品の貸借をしてはならない。 

（６） 試験時間中の中途退場は認められない。 

（７） 携帯電話等は電源を切り、鞄の中に入れなければならない。 

（８） ウェアラブル端末は使用してはならない。 

第1 1条 試験監督は試験中に不正行為を行った者又は態度不良若しくは試験監督の注意に違反し

た者に対して、学生証及び答案用紙を取り上げ退場を命じることができる。 

第1 2条 試験中に不正行為を行った者については、原則として次の処分を行う。 

（１） 定期試験の場合は、その期の全科目の試験を０点とする。 
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（２） 追試験の場合は、その期の定期試験、追試験の全科目を０点とする。 

（３） 再試験の場合は、その期の定期試験、追試験、再試験の全科目の試験を０点とする。 

（４） 不正行為発覚後は、その後のその期の全ての試験を受験できない。 

（５） 停学処分とする。 

第1 3条 試験中、態度不良若しくは試験監督の注意に違反した者については、原則として、その

期の当該科目の試験は０点とする。 
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